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１．個別施設計画の位置付け 
（１）背景および目的 
全国的に公共施設ならびにインフラの老朽化対策が大きな課題となっています。公共施設については、

全国的な人口減少基調と、少子高齢化に伴う年齢層の変化等によりどの自治体も今後の利用需要の変化

が予想されることに加え、過去に建設された施設がこれから大量に更新時期を迎える一方で、財政は依然

として厳しい状況にあります。 

四万十町においても、全国の多くの自治体同様、様々な課題を抱えているところです。そこで平成 28

年度に「四万十町公共施設等総合管理計画（以下、管理計画）」を策定しました。 

本書は、その管理計画を上位計画とする個別施設計画となり、各施設類型における基本方針・施設の再

配置計画などをとりまとめたものです。 

 

（２）位置付け 
本計画は、国が策定した「インフラ長寿命化計画」や「四万十町公共施設等総合管理計画」に基づき、

本町の公共施設等を個別施設毎（施設類型）に定めたものです。 

 

  

                 

 

 

 

（国）インフラ長寿命化基本計画 （四万十町）総合振興計画 
四万十町公共施設等総合管理計画 

個別施設計画 
町民文化系 
個別施設計画 社会教育系 

個別施設計画 ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系 
個別施設計画 

産業系 
個別施設計画 学校施設等 

長寿命化計画 子育て支援 
個別施設計画 

保健・福祉 
個別施設計画 医療 

個別施設計画 行政系 
個別施設計画 

情報通信系 
個別施設計画 町営住宅 

長寿命化計画 公園 
個別施設計画 

供給処理 
個別施設計画 その他 

個別施設計画 
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（３）対策の優先順位の考え方 
公共施設で提供される行政サービスが、国の制度等で定められており行政が実施しなければならない

ものか（義務的視点）、民間でも実施可能であるか（市場的視点）、町の総合計画で位置付けた将来都市像

の実現や重点目標の達成に資する取組・事業であるか（政策的視点）などにより仕分けを行い、施設整備

の優先順位を定めます。 

また、優先すべき工事の決定については、建物性能、利用状況及び管理運営コストなどの要素並びに施

設保有の見直し状況等の観点から総合的に判断し、各施設所管課による劣化診断（目視点検等）を実施す

ることにより、日々最新の情報を管理していきます。 

なお、現状で既に安全性が損なわれている建物や大きな機能低下が発生している建物については、設定

した改修周期に到達していない場合であっても優先的に改修を実施します。 

 

優先順位検討の際に必要な視点（例） 

視点 優先順位を高める主な要因 

物理的 

観点 

放置しておくと利用者に直接・間接の物理的被害や大きな施設の減失が予見されるもの 

 例）外装材落下の危険性、消防設備の不備等 

敷地周辺に悪影響（騒音・振動・著しい美観の喪失等）を与えており、解消が求められる

もの 例）空調外部機器の劣化による騒音 

改修により長寿命化が明らかに見込まれるもの 

 例）屋根防水の改修、外壁のひび割れ補修、外壁塗装、建具廻りの防水及び鉄骨の塗装

などの躯体の構造的強度低下を防ぐために行う改修 

機能的 

観点 

設置当初の本来の要求事項が満たせなくなっており、解消が求められるもの 

例）建具不良による立ち入り不可能な室、設備機器の故障による機能の支障等 

災害発生時を想定し健全な状態を特に維持しておくことが必要と判断されるもの 

経済的 

観点 

予防保全により、将来のライフサイクルコストの低減が見込まれる状況にあるもの 

例）鉄筋の露出などがあり、放っておくと大きな機能低下が起こり大規模な改修が必

要となることが予見されるもの 

社会的 

観点 

住民ニーズの変化により新規整備、増改築又は用途転用が必要なもの 

 

少子高齢化等に伴い利用者の安全性・利便性を確保するための改修が必要なもの 

 例）スロープの設置、段差の解消、エレベーターの設置など 

 

環境負荷低減に貢献するもの 

 例）LED電灯への交換、負荷の少ない熱源機器への交換など   
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（４）対象施設 
本計画の対象施設は、以下の施設とします。 

【供給処理施設】 

№ 施設名 備考 № 施設名 備考 

1 クリーンセンター銀河  4 若井グリーンセンター  

2 町指定ごみ袋用倉庫  5 旧大正清掃センター  

3 塵芥処理車用車庫   

 

図表 設定目的 

中分類 施設名 目的 

供給処理施設 

クリーンセンター銀河 一般廃棄物の適正な処分。 

町指定ごみ袋用倉庫 町指定のごみ袋を保管する。 

塵芥処理車用車庫 塵芥処理車用の車庫として設置。 

若井グリーンセンター し尿・浄化槽汚泥の適正な処理。 

旧大正清掃センター 
ごみの減量化と再資源化のため旧田野々地区・窪川給食センターの生ごみを回収し堆

肥化を図る。 

 

 

（５）施設概要 
図表 基本情報 

中分類 施設名 地区 所在地 築年度 
延床面積

（㎡） 

階

数 

単独 

複合 

供給処理施設 

クリーンセンター銀河 窪川 天ﾉ川 147-1 2002年度（平成 14年度) 8,455.87 4 単独 

町指定ごみ袋用倉庫 窪川 秋丸 186-2 2010年度（平成 22年度) 99 1 単独 

塵芥処理車用車庫 窪川 秋丸 186-2 2010年度（平成 22年度) 196.12 1 単独 

若井グリーンセンター 窪川 若井 6-2 2013年度（平成 25年度) 2151 3 単独 

旧大正清掃センター 大正 上岡 502-1、667-29 1982年度（昭和 57年度) 154.78 1 単独 

※ 築年度は固定資産台帳の一番古い建物の年度を表示しています。 

※ 延床面積は、小数点以下を切り捨てて表記しています。 

 

図表 防災情報・耐震状況 

中分類 施設名 

防災情報 耐震状況 

災害警戒区域 
避難所指定 棟数 

耐震診断 

土石流 急傾斜地 地すべり 津波 適合 不適合 

供給処理 

施設 

クリーンセンター銀河 - - - - なし 5 5 - 

町指定ごみ袋用倉庫 - - - - なし 1 1 - 

塵芥処理車用車庫 - - - - なし 1 1 - 

若井グリーンセンター - - - - なし 3 3 - 

旧大正清掃センター - ○ - - なし 3 3 -   
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（６）計画期間  
本計画の期間は、２０２２年度から２０４６年度までとします。 

但し、策定後においても社会情勢の変化や上位計画である「四万十町公共施設等総合管理計画」の見直

し等に合わせて、適宜見直しを行うものとします。 

 

 

（７）目指す姿 
（供給処理施設） 

施設の定期的な点検や修繕により、適切な施設管理を行い健全な状態での長寿命化を図ります。   



四万十町 個別施設計画 １．個別施設計画の位置付け 

  
 

5 
 

８）庁内推進体制 
公共施設等の総合的かつ計画的なマネジメントの推進を全庁的に検討するために、「公共施設等マネジ

メント推進委員会」及び「公共施設等マネジメント作業部会」を設置し推進していきます。 

 

公共施設等マネジメント推進委員会  公共施設等マネジメント作業部会 
No. 役 職 No. 役 職  No. 担 当 No. 担 当 

１ 副町長（委員長） ８ 高齢者支援課長  １ 企画課 ８ 環境水道課 

２ 総務課長 ９ 農林水産課長  ２ 危機管理課 ９ 学校教育課 

３ 大正地域振興局長 10 にぎわい創出課長  ３ 建設課 10 生涯学習課 

４ 十和地域振興局長 11 建設課長  ４ 農林水産課 11 大正地域振興局 

５ 危機管理課長 12 環境水道課長  ５ にぎわい創出課 12 十和地域振興局 

６ 企画課長 13 学校教育課長  ６ 町民課 13 大正診療所 

７ 町民課長 14 生涯学習課長  ７ 高齢者支援課 14 十和診療所 

 

図表 対象施設の維持管理所管課 

中分類 施設名 所管課 運営形態 

供給処理施設 

クリーンセンター銀河 環境水道課 委託 

町指定ごみ袋用倉庫 環境水道課 直営 

塵芥処理車用車庫 環境水道課 直営 

若井グリーンセンター 環境水道課 委託 

旧大正清掃センター 町民生活課（大正） 委託 
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２．地域人口及び世帯数の現状と課題 
（１）人口の推移と将来推計人口 

 

図表 年齢３区分別人口の推移 

 

出典：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 

 

※2020 年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成 30年 3月公表） 

 

 

（２）利用状況 
図表 供給処理施設                                        令和元年度 

施設名 年間利用人数 年間利用時間数 年間利用可能時間数 

クリーンセンター銀河 17,352人 1,542時間 1,542時間 

町指定ごみ袋用倉庫 20人 8,760時間 8,760時間 

塵芥処理車用車庫 20人 8,760時間 8,760時間 

若井グリーンセンター 6,523人 1,470時間 1,470時間 

旧大正清掃センター 208人 728時間 2,920時間 

出典：施設カルテ 

   

総人口 26,438人 

総人口 9,302人 

▲17,136人 

マイナス６４％ 
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３．施設の状態 
（１）整備状況  

 

図表 供給処理施設の築年別整備状況                              （単位：㎡） 

1982年度以降 

 

出典：令和元年度固定資産台帳 

 

（２）バリアフリー等の状況 
中分類 施設名 出入口 廊下 階段 傾斜路 

エレベー

ター 

トイレ車

椅子便房 

オスト 

メイト 
駐車場 授乳室 

供給処理施設 

クリーンセンター銀河 △ △ △ △ × ○ × × × 

町指定ごみ袋用倉庫 × × × × × × × × × 

塵芥処理車用車庫 × × × × × × × × × 

若井グリーンセンター ○ △ △ △ ○ ○ × × × 

旧大正清掃センター × × × × × × × × × 

※○：対応、△：一部対応、×：未対応、予定：対応予定 を示します。   

町指定ごみ袋用倉庫

99

塵芥処理車用車庫

196.12

若井グリーンセンター

2151

旧大正清掃センター

31

旧大正清掃センター

45.5
旧大正清掃センター

78.28

旧環境美化センター

165
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（３）老朽化状況 
対象施設における老朽化状況については以下のとおりとなっています。なお、下表の対象資産は、固定

資産台帳の科目のうち、建物及び建物附属のみを記載しております。 

 

図表 老朽化状況 

中

分

類 

施設名 資産名称 科目 
耐用 
年数 

整備 
年度 

取得価額 
（円） 

減価償却 
累計額 
（円） 

老朽化 

比率 

（％） 

供
給
処
理
施
設 

クリーンセンター銀河 

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ銀河焼却､ﾘｻｲｸﾙ棟 建物 38 2002 3,250,733,230 1,492,086,549 45.9 

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ銀河ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ棟 建物 38 2002 263,692,374 121,034,798 45.9 

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ銀河浸出水処理棟 建物 38 2002 264,907,517 121,592,534 45.9 

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ銀河貯留施設棟 建物 38 2002 525,886,261 241,381,793 45.9 

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ銀河車庫棟 建物 31 2002 78,761,000 44,184,921 56.1 

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ銀河水道給水管引込工事 建附 15 2002 2,758,773 2,758,772 100.0 

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ銀河生活用水取水施設工事 建附 15 2002 5,740,293 5,740,292 100.0 

四万十町クリーンセンター銀河 プラットホー

ム天井水銀灯照明器具更新 
建附 15 2017 520,560 69,754 13.4 

町指定ごみ袋用倉庫 町指定ごみ袋用倉庫町指定ごみ袋用倉庫 建物 31 2010 5,737,000 1,703,889 29.7 

塵芥処理車用車庫 塵芥処理車用車庫塵芥処理車用車庫 建物 31 2010 11,119,000 3,302,343 29.7 

若井グリーンセンター 

若井ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ土木建設工事処理棟建屋 建物 38 2013 334,763,337 54,231,660 16.2 

若井ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ土木建設工事管理棟 建物 38 2013 79,031,205 12,803,052 16.2 

若井ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ土木建設工事車庫･倉庫棟 建物 38 2013 11,011,264 1,783,824 16.2 

若井ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ配管工事 建附 15 2013 91,823,720 36,913,134 40.2 

若井ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ電気工事 建附 15 2013 137,117,005 55,121,034 40.2 

旧大正清掃センター 

大正清掃ｾﾝﾀｰ管理事務所 建物 41 1982 3,565,000 3,297,625 92.5 

大正清掃ｾﾝﾀｰ倉庫 建物 31 1984 5,915,000 5,914,999 100.0 

大正清掃ｾﾝﾀｰ倉庫 建物 31 1998 4,696,800 3,254,874 69.3 

旧環境美化センター 環境美化ｾﾝﾀｰごみ処理場車庫 建物 38 1991 11,550,000 8,731,800 75.6 

旧さくら事業所 旧さくら事業所 建物 34 1962 12,355,000 12,354,999 100.0 

出典：令和元年度固定資産台帳 

 

 

図表 老朽化比率による施設の目安 

老朽化比率 位置づけ 

80％以上 更新時期施設（更新または除却等の行動を起こす時期に入った施設） 

80％未満～60％以上 更新検討施設（更新するか否かの検討時期に入った施設） 

60％未満 維持管理施設   

老朽化比率 = （減価償却累計額 ÷ 取得価額）× 100 
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（４）劣化度診断 
① 点検・診断の項目・手法 
日常点検と定期点検・臨時点検などを必要に応じて実施し、点検履歴を記録し、施設の老朽化対策に活

用します。施設の安全性、耐久性、不具合性、適法性を中心に診断を実施します。また、施設の長寿命化

を図るために、快適性や環境負荷の影響等についても評価を実施します。 

５年ごとに点検を実施 

点検チェック表（イメージ） 
 

年度（

㎡ 3 0

１ 屋根 □ □ 降雨時に雨漏りがある

屋上 □ アスファルト露出防水 ■ 天井等に雨漏り痕がある

■ シート防水、塗膜防水 □ 防水層に膨れ・破れ等がある

□ 勾配屋根（長尺金属板、折板） □ 屋根葺材に錆・損傷がある

□ 勾配屋根（スレート、瓦類） ■ 笠木・立上り等に損傷がある

□ （ ） □

□ 既存点検等で指摘がある

２ 外壁 ■ 塗仕上げ ■ 鉄筋が見えているところがある

■ タイル張り、石張り ■ 外壁から漏水がある

□ 金属系パネル ■ 塗装の剥がれ

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） ■ タイルや石が剥がれている

□ その他の外壁 （ ） □ 大きな亀裂がある

■ アルミ製サッシ □ 窓・ドアの廻りで漏水がある

□ 鋼製サッシ □ 窓・ドアに錆・腐食・変形がある

□ 断熱サッシ、省エネガラス □ 外部手すり等の錆・腐朽

□ 既存点検等で指摘がある

３ 内部仕上 ■ 老朽改修

（床・壁・天井） □ エコ改修

（内部建具） □ トイレ改修

（間仕切等） □ 法令適合

（照明器具） □ 校内ＬＡＮ

（エアコン）等 □ 空調設置

□ 障害児等対策

□ 防犯対策

□ 構造体の耐震対策

□ 非構造部材の耐震対策

□ その他、内部改修工事

４ 電気設備 ■ 分電盤改修

□ 配線等の敷設工事

■ 昇降設備保守点検

□ その他、電気設備改修工事

５ 機械設備 □ 給水配管改修

□ 排水配管改修

■ 消防設備の点検

□ その他、機械設備改修工事

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

外壁の劣化が進んでいます。ひび割れ剥がれが多数見られます。舗装面に段差があり危険な状況です。 健全度

52

樋やﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝを目視点検できない

アスファルト保護防水

その他の屋根

C
H27 指摘への対応済み

H22

A
H18 指摘なし

評価

H5 大規模改造

B

部位 修繕・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点等による指摘事項）

多数

H3 外壁改修 5 北側の劣化

D

H10 耐震補強

C

2

箇所数

H17 防水改修 EXP,J金物に
脱落がある

階　地下 階

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

工事履歴（部位の更新） 劣化状況
（複数回答可）

特記事項 評価
年度 工事内容

構造種別 鉄筋コンクリート造 延床面積 2,562 階数 地上

棟番号 1 建築年度 昭和44 1969 年度）

調査日 平成28年9月20日

建物名 校舎 記入者 ○○

通し番号 xxxx-xx-x

学校名 A学校 学校番号 1301

100点
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≪記入の仕方≫ 
 

 

評価基準 
目視による評価【屋根・屋上、外壁】 

 経年劣化による評価 

【内部仕上げ、電気設備、機械設備】 

 評価 基準   評価 基準 

良好 Ａ 概ね良好  良好 Ａ 20年未満 

 Ｂ 部分的に劣化（安全上、機能上、問題なし）   Ｂ 20～40年 

 Ｃ 広範囲に劣化（安全上、機能上、不具合発生の兆し）   Ｃ 40年以上 

劣化 

Ｄ 

早急に対応する必要がある 

（安全上、機能上、問題あり） 

（躯体の耐久性に影響を与えている） 

（設備が故障し施設運営に支障を与えている）等 

 

劣化 

Ｄ 

経過年数に関わらず 

著しい劣化事象が 

ある場合 

 

健全度の算定 
健全度とは、各建物の５つの部位について劣化状況を４段階で評価し、100点満点で数値化した評価

指標である。①部位の評価点と②部位のコスト配分を下表のように定め、③健全度を 100点満点で算定

する。なお、②部位のコスト配分は、文部科学省の「長寿命化改良事業」の校舎の改修比率算定表を参

考に、同算定表における「長寿命化」の７％分を、屋根・屋上、外壁に按分して設定している。               
  
屋根・屋上、外壁は目視状況により、内部仕上げ、電気設備、機械設備は部位の全面的な改修年か

らの経過年数を基本に A、B、C、Dの４段階で評価します。 

評価基準は、次ページ以降の写真事例をご覧ください。 

②部位のコスト配分 

部位 コスト配分 

1 屋根・屋上 5.1 

2 外壁 17.2 

3 内部仕上げ 22.4 

4 電気設備 8.0 

5 機械設備 7.3 

計 60 

 

③健全度 

総和 （ 部位の評価点 × 部位のコスト配分 ） ÷ 60 

※100点満点にするためにコスト配分の合計値で割っている。 

※健全度は、数値が小さいほど劣化が進んでいることを示す。 

 

 

 健全度計算例 

部位 評価  評価点  配分   

1 屋根・屋上 Ｃ → 40 × 5.1 ＝ 204 

2 外壁 Ｄ → 10 × 17.2 ＝ 172 

3 内部仕上げ Ｂ → 75 × 22.4 ＝ 1,680 

4 電気設備 Ａ → 100 × 8.0 ＝ 800 

5 機械設備 Ｃ → 40 × 7.3 ＝ 292 
        

  
   計 3,148 

÷ 60 

  
   健全度 52 

 

 

①部位の評価点 

 評価点 

Ａ 100 

Ｂ 75 

Ｃ 40 

Ｄ 10 
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評価基準：屋根・屋上 
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劣化    
Ｃ Ｄ 

 

広範囲に、ひび割れ、変質、排水不良、土砂の堆積、雑

草、目地シーリングの損傷が見られ、最上階天井に漏水

痕がある。  

 

広範囲に、損壊、幅広のひび割れ、排水不良があり、

最上階天井に漏水が複数箇所ある。  

 

広範囲に、ひび割れ、変質（摩耗）、排水不良、土砂の堆

積、雑草が見られ、最上階天井に漏水痕がある。  

 

広範囲に、破断、損壊、下地露出、幅広のひび割れが

あり、最上階天井に漏水が複数箇所ある。  

 

広範囲に、ふくれ、しわ、穴あき、変質（摩耗）、排水不

良、土砂の堆積、雑草が見られ、最上階天井に漏水痕

がある  

 

広範囲に、破断、めくれ、下地露出があり、最上階天

井に漏水が複数箇所ある  

 

広範囲に、ふくれ、しわ、穴あき、変質（摩耗）、排水不

良、土砂の堆積、雑草が見られ、最上階天井に漏水痕

がある。 

 

広範囲に、破断、めくれ、下地露出があり、最上階天

井に漏水が複数箇所ある。  

 

広範囲に、塗装のはがれ、さび、変質、シーリング材のひ

び、取付金物のさび、部分的な腐食・損壊があり、最上

階天井に漏水痕がある。  

 

広範囲に、さび、はがれ、腐食、取付金物の損壊があ

り、最上階天井に漏水が複数箇所ある。  

拡大 
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評価基準：外壁 
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劣化    
Ｃ Ｄ 

 

広範囲に、ひび割れ・亀甲状のひび割れ・変質・浮き・剥

がれ・さび汁があり、小規模な漏水がある。 

 

広範囲に、剥落・爆裂・幅広のひび割れがあり、内部

の床に水たまり、漏水が複数箇所ある。 

 

広範囲に、ひび割れ・変質・浮き・はらみ・さび汁・シーリ

ング材のひびがあり、小規模な漏水がある。 

 

広範囲に、剥落・爆裂・幅広のひび割れがあり、内部

の床に水たまり、漏水が複数箇所ある。 

 

広範囲に、さび・変質・シーリング材のひび・取付金物の

さびがあり、小規模な漏水がある。 

 

広範囲に、さび・腐食・ぐらつき・取付金物の腐食があ

り、内部の床に水たまり、漏水が複数箇所ある。 

 

広範囲に、ひび割れ・変質・シーリング材のひび・取付金

物のさびがあり、小規模な漏水がある。 

 

欠落・ぐらつき・取付金物の腐食・シーリング材の欠落

があり、内部の床に水たまり、漏水が複数箇所ある。 

 

全体的に、変形・変質・さび・シーリングの硬化・ひび割れ

が見られる。 

 

全体的に腐食・損壊・開閉不良があり、漏水がある。   
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≪解説≫ 

 

評価基準：内部仕上げ、電気設備、機械設備 

 該当する部位 

内部 

仕上 

⚫ 床、壁、天井  

 

 

 

⚫ 内部開口部（扉、窓、防火戸）  

 

 

 

⚫ 室内表示、手すり、固定家具など  

 

 

 

⚫ 照明器具、衛生器具、冷暖房器具  

電気 

設備 

⚫ 建物内の分電盤・配線・配管  

（電灯・コンセント設備）  

（弱電設備）  

 

受変電設備、自家発電設備、幹線設備は、学校

施設の共用設備のため対象外とする。  
 

機械 

設備 

⚫ 建物内の給水配管・給湯配管・排水配管・ガス配管 

 

 

  

受水槽、高置水槽、浄化槽、各種ポンプ、屋外配

管は、共用設備のため対象外とする。 
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ＣまたはＤの事象（例） 

⚫ 内部仕上げと設備機器について、該当建物の概ね半分以上の部屋（床面積）にわたって行った改修
工事の実施年度を基準とし、経過年数で評価する。 

（対象外の工事の例） 

 特定の教室のみの改修 

 天井張替え、壁の塗り替え、照明器具交換など、部位、機器のみの改修工事 

⚫ 広範囲（25％以上の面積）または随所（５か所以上）に劣化事象がみられる場合は、評価を１段階

下げることを目安とする。 

     

床仕上げの剥がれ        床のひび割れ       天井材の落下・剥がれ 

⚫ 建物内の分電盤・配線・配管について、該当建物の概ね半分以上の部屋（床面積）にわたって行っ
た改修工事の実施年度を基準とし、経過年数で評価する。 

（対象外の工事の例） 

 受変電設備の更新 

 防災設備、放送設備など、単独設備の更新 

（評価例） 

 視聴覚室やコンピューター室などの改修（整備）はしているが、他の部分は 40 年以上経

過している場合は、Ｃ評価 

⚫ 建物内の給水配管・給湯配管・排水配管について、該当建物の概ね半分以上の部屋（床面積）にわ
たって行った改修工事の実施年度を基準とし、経過年数で評価する。 

（対象外の工事の例） 

 部分的な修繕等 

（評価例） 

 給水配管の更新済みで、排水配管は 40年以上経過している場合は、Ｃ評価 

 給排水配管を一度も更新せず、40年以上経過している場合は、Ｄ評価 
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② 劣化度診断の結果 
構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価一覧  

 ：築 50年以上  A ：概ね良好 C ：広範囲に劣化 
       

 ：築 30年以上  B ：部分的に劣化 D ：早急に対応する必要がある  
建物基本情報 劣化状況評価 

中

分

類 
施設名 棟名 

構

造 

延床 

面積 
（㎡） 

建築年度 屋
根
・
屋
上 

外
壁 

内
部
仕
上 

電
気
設
備 

機
械
設
備 

健

全

度 西暦 和暦 

供
給
処
理
施
設 

クリーンセンター銀河 

焼却､ﾘｻｲｸﾙ棟 RC 5,216.61 2002 H14 

B B B B B 75 

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ棟 S 423.16 2002 H14 

浸出水処理棟 RC 425.11 2002 H14 

貯留施設棟 RC 2,295.36 2002 H14 

車庫棟 S 95.63 2002 H14 

町指定ごみ袋用倉庫 町指定ごみ袋用倉庫 S 99 2010 H22 B B B B B 75 

塵芥処理車用車庫 塵芥処理車用車庫 S 196.12 2010 H22 B B B B B 75 

若井グリーンセンター 

処理棟 RC 1,794 2013 H25 

A A A A A 100 管理棟 RC 277 2013 H25 

車庫･倉庫棟 RC 80 2013 H25 

旧大正清掃センター 

管理事務所 CB 31 1982 S57 B B B B B 75 

倉庫 S 45.5 1984 S59 B B B B B 75 

倉庫 S 78.28 1998 H10 B B B B B 75 

 

（５）維持コスト状況 
対象施設の 2019年度（令和元年度）における維持管理経費の推移については以下のとおりです。 

 

図表 2019 年施設別維持管理経費                                （単位：千円） 

施設名 委託料 
手数料
（保守 
点検費） 

修繕料 電気 
ガス 
（都市

orLP） 

上下 
水道 

その他
（燃料費） 

使用料 
及び 
貸借料 

工事 
請負費 

減価償却額 
その他 
経費 

クリーンセンター銀河 283,382         118,875  

町指定ごみ袋用倉庫    6      189  

塵芥処理車用車庫          367  

若井グリーンセンター 80,458         26,809  

旧大正清掃センター 1,397   188  13 325   244 55 

総 合 計 365,237 0 0 194 0 13 325 0 0 146,484 55 

出典：施設カルテ、令和元年度固定資産台帳   
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４．施設対策の方針 
（１）方向性及び使用目標年数 

公共施設等総合管理計画、施設状態、利用状況などの住民サービス等を鑑み、施設ごとの方向性 

並びに使用目標年数（整備年からの使用目標年数）を次のように定めました。 

 
中分類 施設名 方向性 使用目標年数 備考 

供給処理施設 

クリーンセンター銀河 維持・長寿命化 80年  

町指定ごみ袋用倉庫 維持・長寿命化 80年  

塵芥処理車用車庫 維持・長寿命化 80年  

若井グリーンセンター 維持・長寿命化 80年  

旧大正清掃センター 維持・長寿命化 80年    
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（２）対策内容、対策時期、対策費用 
中長期 
中長期的な対策内容、対策時期、対策費用（更新等の経費の見込み）を把握するために、今後３０年間

での見込みを下表にてとりまとめました。 

 

対策内容・時期・費用の試算条件（長寿命化型） 
対策内容 
各施設の今後の方向性により試算する。 

方針 定義 

更新等 建替えにより建物を更新する。 
維持・長寿命化 定期的な点検や修繕により機能維持する。 

また、残存耐用年数を鑑み、耐震補強等により、本来の耐用年数を超えて使用可能とする。 
複合化 他の機能と同一建物に同居することによって延床面積を削減しつつ、機能は維持する。 
集約化 同じ機能をもつ建物を一つにまとめる。 
譲渡 売却などにより施設所有権を移転する。 
転用 現行機能から他機能に変更し建物は継続使用する。 
廃止 建物、機能ともになくしてしまう。 
その他  
更新等 建替えや大規模改修により建物を更新する。 

 

対策時期 
築 40年後に長寿命化改修（大規模改修）、築 80年後に更新として試算する。 
更新年度の基準は、固定資産台帳上の各施設の主たる建物の取得年度とし、主たる建物が複数ある

場合は、その中で最も古い建物の取得年度とする。 

対策費用 
施設の延床面積を、下表にて設定した単価で乗じた金額を対策費用として試算する。 

地域格差 
地域格差は考慮しないものとする。 

単価 
すでに更新費用の試算に取り組んでいる地方公共団体の調査実績、設定単価を基に用途別に設定さ

れた単価を使用する。 
また、建替えに伴う解体、仮移転費用、設計料等については含むものとして想定している。 
 

【更新単価（1㎡あたり）】   例：施設更新費用＝更新単価×延床面積 
用途（大分類） 大規模改修 建替え（更新） 

町民文化系施設 250 400 
社会教育系施設 250 400 
スポーツ・レクリエーション系施設 200 360 
産業系施設 250 400 
学校教育系施設 170 330 
子育て支援施設 170 330 
保健・福祉施設 200 360 
医療施設 250 400 
行政系施設 250 400 
情報通信系施設 200 360 
公営住宅 170 280 
公園 170 330 
供給処理施設 200 360 
その他 200 360 
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図表 供給処理施設の中長期対策                                （単位：百万円） 

中分類 区分 
対策 
内容 

～2025 2026～2030 2031～2035 2036～2040 2041～2045 2046～2050 合計 

供給 
処理 
施設 

建物 
更新 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

長寿命化 31.0 0.0 0.0 0.0 1,691.2 0.0 1,722.1 

 31.0 0.0 0.0 0.0 1,691.2 0.0 1,722.1 

※１ 更  新：老朽化等により伴う機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。 

※２ 長寿命化：長寿命化対策を行った後の効用が当初の効用を上回る整備のこと。 

※３ 建  物：建物躯体のこと。 

 

図表 施設毎の対策費用・対策時期 

中分類 施設名 
-2030 

（～10年） 
2031-2040 

（11年～20年） 
2041-2050 

（21年～30年） 

供給処理施設 

クリーンセンター銀河 0.0百万円 0.0百万円 1,691.2百万円 

町指定ごみ袋用倉庫 0.0百万円 0.0百万円 0.0百万円 

塵芥処理車用車庫 0.0百万円 0.0百万円 0.0百万円 

若井グリーンセンター 0.0百万円 0.0百万円 0.0百万円 

旧大正清掃センター 31.0百万円 0.0百万円 0.0百万円 

 

（３）長寿命化コストの見通し、長寿命化の効果 
従来型（※１）の整備方針から改修による長寿命化に切り替えていくため、計画的な機能向上と機能回

復に向けた修繕・改修を建物全体でまとめていく長寿命化型（※２）によるコストを算定しました（前頁

参照）。 

長寿命化により 80 年間建物を使用した場合、今後 30 年間の累計金額は 1,722 百万円（57.4 百万円/

年）となり、これは従来型の場合の 3,206 百万円（106.9 百万円/年）から 1,484 百万円の削減効果が見

込めることとなります。 

 

 
※１ 従来型とは、各施設の耐用年数到来時に同規模施設を整備することを前提。 

※２ 長寿命化型とは、築 40年で長寿命化改修後、築 80年で同規模施設を整備することを前提。 
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５．まとめ 
個別施設計画は、施設を総合的観点で捉え、利用環境の質的改善も考慮した大規模改修、長寿命化を目

指し、詳細診断の実施時期を設定するなど、計画的に進めることにより、コストの縮減と平準化を図るこ

とを目的として策定しました。 

また、個別の施設を見直すだけでなく、全庁的、横断的な視点を持って、更なる戦略的な施設経営を行

うファシリティマネジメントを推進する必要があることから、施設等の用途などで分類した結果を個別

施設計画として作成しています。 

今後は、個別施設計画の継続的運用のために、次の（１）情報基盤の整備と活用、（２）推進体制の整

備、（３）フォローアップなどを推し進めていくこととします。 

 

（１）情報基盤の整備と活用 
公共施設等総合管理計画と連動して、施設の基本情報、光熱水費をはじめとする運営費、改修・補修等

の工事履歴や劣化情報等の一元管理を行っていきます。 

 

（２）推進体制の整備 
施設の所管課を中心に、本計画を含む施設マネジメントを行っていきます。また、庁内推進体制として

「四万十町公共施設マネジメント推進委員会」や「四万十町公共施設マネジメント作業部会」や「関係課」

と連携、協力しながら本計画の推進を行っていきます。 

 

（３）フォローアップ 
本計画は、上位計画である総合管理計画と同様に「施設類型ごとの管理に関する基本方針」に基づき、

施設類型毎の取組状況を検証し、必要な時期に必要な行動の事業化を促す仕組みを構築するため、PDCA

のマネジメントサイクルに沿った進捗管理を行っていきます。 

取組みの進捗状況を踏まえ、計画期間中であっても必要に応じ、方針等の見直しを実施していくものと

します。   
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